
最長令和８年２月末まで

およそ８～ 12ヵ月

解体工事着手の 15日前まで

北沢総合支所管内の
不燃化特区については、
世田谷区のホームページから
ご覧になれます

　世田谷区では、震災時に備え、不燃化特区制度による、老朽建築物の建替え・除却費用の助成、固定資産税・
都市計画税の減免、専門家の派遣等の支援を行っています。建替え及び除却費用の助成を活用するには、令
和８年２月末までに完了報告兼交付申請書の提出が必要です。
　特に建替え助成を活用される場合は、建築プランの検討や必要手続き等、工事完了までに時間を要します
ので、お早めに区へご相談ください。

～各地区の不燃領域率が 70％に達成した年度で助成は終了となります～
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赤堤１（一部）・２（一部）、梅丘２・３、豪徳寺１・２（一部）、
松原６（一部）、北沢３・４・５、大原１丁目

思っていたより工事完了まで
時間がかかるね…

助成金を活用するためには
そろそろ建替えを検討しないと…



火災に強い建物へ

自宅が安全な場合

指定避難所の現状

火災や倒壊によって自宅で過ごすことができない場合

揺れに強い建物へ

（全壊222棟＋半壊586棟）

〈全壊＋半壊棟数〉 〈全焼棟数（建物倒壊を除く）〉

３棟に１棟 は、焼失・倒壊などの被害が想定されます！

※１「北沢地区防災計画（令和３年修正）」に基づく数値を使用           ※２「世田谷区の土地利用2021」より抜粋

住み慣れた自宅での避難住み慣れた自宅での避難 被災していない被災していない
家族、親族、家族、親族、
知人宅への避難知人宅への避難

自身で確保した自身で確保した
被災していない被災していない
宿泊施設への避難宿泊施設への避難

指定避難所（小中学校等）指定避難所（小中学校等）
への避難への避難

傾斜した建物東京駅前の焼け跡、日本橋上面

縁故避難 自主避難

あんしん
あんぜん
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